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スケジュール繰り下げ初年度となった 2016 年卒者の就職・採用戦線。選考開始がこれまでより 4カ

月遅くなるという、かつてない大幅な変化を受け、大学の就職・キャリア支援の重要性はますます高

まっている。就職支援の現場では、どのような課題をもち、対策に取り組んでいるのだろうか。 

ディスコでは、全国の大学の就職課・キャリアセンターを対象に、2016 年卒者の就職活動状況、対応

策から、2017 年卒者への支援まで、多岐にわたる項目を調査し、分析した。 

 

【主な調査内容】 
    

１．１．１．１．2012012012016666 年卒者の就職活動状況年卒者の就職活動状況年卒者の就職活動状況年卒者の就職活動状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２・・・Ｐ２・・・Ｐ２・・・Ｐ２    

  [１] 内定状況     [２] 内定先 

  [３] 企業からの求人状況          [４] 「オワハラ」について 

  [５] 新卒採用市場の見方     

    

２２２２．．．．2016201620162016 年卒採用のスケジュール年卒採用のスケジュール年卒採用のスケジュール年卒採用のスケジュール繰り下げ繰り下げ繰り下げ繰り下げについてについてについてについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ６６６６    

  [１] 自校の学生の就職活動への影響     [２] 時期の繰り下げによる変化 

  [３] 時期の繰り下げにあたり取り組んだこと [４]キャリアセンターへの負担  

    

３．３．３．３．2012012012017777 年卒者年卒者年卒者年卒者へへへへの就職の就職の就職の就職支援支援支援支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９９９９    

  [１] 企業の来訪     [２] 学内企業説明会への参加意向 

  [３] 就職ガイダンスの回数    [４] 就職ガイダンスの実施時期 

  [５] 学内合同企業説明会の参加企業数   [６] 学内合同企業説明会の実施時期 

  [７]  採用広報開始として望ましい時期   [８] 選考開始として望ましい時期 

    

４．４．４．４．インターンシップについてインターンシップについてインターンシップについてインターンシップについて    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ13131313    

  [１] 企業からのインターンシップ求人状況  [２] 学生のインターンシップ参加状況 

    

５５５５．学生へのキャリア・就職指導全般について．学生へのキャリア・就職指導全般について．学生へのキャリア・就職指導全般について．学生へのキャリア・就職指導全般について    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＰＰＰＰ11114444    

  [１] 自校における現在の課題    [２] 保護者向けに実施していること 

  [３] Ｕターン（Ｉターン）就職について   [４] 新卒紹介サービスについて 

 

 

《調査概要》 

 

 調 査 対 象       ： 全国の大学の就職・キャリア支援担当部署 

 調 査 方 法       ： インターネット調査法 

 調 査 期 間       ： 2015 年 10 月 2 日～23 日 

 回 答学校数 ： 267 校 

 

 

 

 

大学の就職・キャリア支援活動に関する調査大学の就職・キャリア支援活動に関する調査大学の就職・キャリア支援活動に関する調査大学の就職・キャリア支援活動に関する調査    

2016 年度 調査結果 （2015 年 11 月発行） 

◆本資料に関するお問い合わせ先 ： 03-4316-5505／株式会社ディスコ キャリアリサーチ 

国公立 私 　立 合　 計

56 211 267
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１．１．１．１．2012012012016666 年卒者の年卒者の年卒者の年卒者の就職就職就職就職活動状況活動状況活動状況活動状況    

[[[[１１１１] ] ] ] 内定状況内定状況内定状況内定状況（前年（前年（前年（前年度度度度と比べて）と比べて）と比べて）と比べて） 

 2016 年卒者（現大学 4年生）の内定状況を尋ねた。前年度と比較して「高まっている」という

大学が全体の 22.5％で、「低下している」が 21.7％。「変わらない」が 50.2％だった。前年調査

では「高まっている」が 6 割近くを示し（59.4％）、内定状況が大きく改善している様子が表れて

いたが、今年は内定率が上がった大学と下がった大学がともに 2割強という結果だった。 

企業の採用意欲は引き続き高いものの、選考解禁が繰り下がった影響が少なからず出ているよ

うだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

[[[[２２２２] ] ] ] 内定先（前年内定先（前年内定先（前年内定先（前年度度度度と比べて）と比べて）と比べて）と比べて） 

 学生の内定先について、企業の規模の変化という観点で尋ねた。「大手企業が増えた」という大

学は全体の 17.2％。前年調査では 23.2％だったので、6 ポイント減少した。ただ、「中堅・中小

企業が増えた」も減少し（16.4％→8.2％）、その分、「変わらない」が増加した（47.1％→58.8％）。

内定率、内定企業の規模ともに、前年度と同様に推移しているようだ。 
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[[[[３３３３] ] ] ] 企業からの求人状況（前年度と比べて）企業からの求人状況（前年度と比べて）企業からの求人状況（前年度と比べて）企業からの求人状況（前年度と比べて） 

 2016 年卒者（現大学 4年生）の内定状況は前年度と大きく変わらないが、企業からの求人が「増

えている」という大学はかなり多い。全体の 74.9％が前年度と比較して「増えている」と回答し

た。特に私立大学において「増えている」が 77.3％と 8割近くにのぼる。 

求人が「減った」という大学は全体の 2.6％にとどまり、企業の採用意欲の高さを裏付ける結

果と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

[[[[４４４４] ] ] ] オワハラオワハラオワハラオワハラ（就活終わ（就活終わ（就活終わ（就活終われハラスメント）についてれハラスメント）についてれハラスメント）についてれハラスメント）について 

 今年の就職・採用戦線で大きな問題となった「オワハラ（就活終われハラスメント）」について

尋ねた。学生からの相談を受けたという大学は全体の 6 割強にのぼり（64.8％）、特に国公立で

73.2％と割合が高かった。 
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 「オワハラ」の具体的な相談内容を尋ねると、最も多いのは「内定承諾書（誓約書）の提出を

求められた」で、過半数が回答した（52.1％）。次いで「内定と引き換えに他社の選考を辞退する

よう求められた」（37.1％）、「自由応募なのに推薦状の提出を求められた」（28.5％）と続く。 

全体的に国公立においてポイントが高く、より多くの相談が寄せられたことがうかがえる。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

■■■■オワハラ（就職活動終われハラスメント）への意見オワハラ（就職活動終われハラスメント）への意見オワハラ（就職活動終われハラスメント）への意見オワハラ（就職活動終われハラスメント）への意見    

○採用時期変更に伴う問題点が、この様な案件として出てきているのではないかと思います。   ＜私立大学＞ 

○理由はどうであれ、オワハラするような企業に学生を行かせることはできない。そのような事例があったら、

全て学生に周知し、同様の被害にあうのを未然に防ぐ対策をとっている。           ＜私立大学＞ 

○オワハラが学生に圧迫感を与えてしまい、逆効果になっているケースも見受けられる。かえって寛容な姿勢を

示したほうが、学生に好印象を与えるケースもあると思う。                 ＜私立大学＞ 

○企業の立場もあると思うが、学生の一生の問題と捉え、十分配慮いただきたい。        ＜公立大学＞ 

○学生には納得できるまで活動を続ける権利がある。それにも関わらず、入社承諾を何度も強く迫るやり方は非

常に困る。学生の不誠実すぎる態度も問題があるとは思うが、企業も学生もお互いに節度と礼儀を守って対応

すべきである。大学側も、無制限に権利主張ばかりしているわけではない。          ＜国立大学＞ 

○企業側としてもしっかりと区切りをつけて採用を行いたいという意図があることは学生に伝えている。無理な

決断を強要されることについては反対だが、最終的にはどこかのタイミングで必ず決断し、連絡することは当

然である。学生にも優先順位を明確化して必要以上に内定を持ち続けて、自分の首を締めないように指導を徹

底している。                                      ＜公立大学＞ 
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[[[[５５５５] ] ] ] 新卒採用市場の見方新卒採用市場の見方新卒採用市場の見方新卒採用市場の見方 

 今期の採用市場をどのように見ているのか、見解を尋ねた。学生に有利な売り手市場かどうか

との観点で聞いたところ、「完全に売り手市場だと思う」との回答は 2 割弱（18.0％）だが、「や

や売り手市場だと思う」（66.7％）を加えると、8割強（84.7％）が売り手市場を実感していると

の結果が得られた。国公立と私立とで大きな差は見られない。 

企業への調査と比較すると、「完全に売り手市場だと思う」が半数を超えており（50.5％）、企

業のほうがより強く売り手市場を感じていることがわかる。（2015 年 7 月実施：有効回答 1,144 社） 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

■■■■2012012012016666 年卒者の年卒者の年卒者の年卒者の就職支援として実施就職支援として実施就職支援として実施就職支援として実施しているしているしているしていることことことこと、、、、課題に感じていること課題に感じていること課題に感じていること課題に感じていること    

○内定の出た学生と出ない学生の二極化がさらに広がったことを実感しています。世間では「売り手市場」で企

業が採用に苦戦し、内定辞退を食い止めることに躍起になっている報道がされています。しかし内定状況につ

いてはようやくこのタイミングで昨年と並んだ状況であり、昨年と同規模の未決定学生の支援を大学は行って

いくことになります。                                  ＜私立大学＞ 

○未内定学生について、全体的にのんびりしている。いかに、イベントに参加させるか課題。   ＜私立大学＞ 

○未内定者のマッチング支援を実施する。秋以降の内定者や未内定者に対する支援が必要と考える。 

 ＜国立大学＞ 

○4月以降に会社説明会や選考が増加し、学業との両立・教育実習との両立が非常に難しい。また大手企業に 8月

まで引っ張られるため、5月～7月の間に中堅、中小企業を受ける学生が減少し、大手を落ちても秋以降に受け

られる求人がとても少ない。また学生の就活準備も大幅に遅れている。            ＜私立大学＞ 

○スケジュールに振り回されて学生の負担が大きくなっており、学業へのしわ寄せも確実に増加している。また

インターンシップと採用選考との紐付けについても危惧している。インターンシップに参加するためにＥＳ提

出、選考が求められる現状については疑問に感じている。                  ＜公立大学＞ 

○就職活動が長期化し卒論作成に支障をきたしている学生がいる。               ＜国立大学＞ 

○毎年後期から就職活動を始める学生がいるため、就職活動解禁前にいかに事前準備をさせるかが課題である。 

 ＜私立大学＞ 

○12 月上旬までが卒業論文作成の繁忙期であり、学業へ支障が出ないように学生への支援をどのように行ってい

くのかが課題と考えている。                               ＜公立大学＞ 
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２２２２．．．．2016201620162016 年卒採用のスケジュール繰り下げについて年卒採用のスケジュール繰り下げについて年卒採用のスケジュール繰り下げについて年卒採用のスケジュール繰り下げについて    

[[[[１１１１] ] ] ] 自校の学生の就職活動への影響自校の学生の就職活動への影響自校の学生の就職活動への影響自校の学生の就職活動への影響 

 2016 年卒採用の新スケジュールでは、採用広報開始が 3 カ月、選考開始が 4 カ月繰り下がった

が、それが自校の学生にどう影響したかを尋ねた。「とても有利になった」との回答は 1校もなく、

「やや有利になった」も全体の 2.2％と極めて少数。一方で、「やや不利になった」27.0％と、「と

ても不利になった」14.6％をあわせると 4 割強（41.6％）にのぼる。国公立・私立とで大きな差

はなく、不利になったとの見方が圧倒的に多い。 

ちなみに、企業調査では自社の採用活動にとっての影響を尋ねたが、「とても不利になった」と

「やや不利になった」の合計は 6 割強（64.6％）にのぼった。（2015 年 9 月実施：有効回答 1,355 社） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 スケジュール繰り下げの影響を文系学生と理系学生とに分けて尋ねたところ、文理ともに「悪

影響があった」が 4 割を超える結果となった（文系 40.6％、理系 44.4％）。4 年生前期の多くの

期間を就職活動に費やした学生は少なくないと見られ、文系であろうと理系であろうと、学業と

の両立がしにくかったと見ているようだ。 
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とても有利になった やや有利になった どちらともいえない やや不利になった とても不利になった

悪影響が

あった

40.6%どちらとも

いえない

57.5%

悪影響は

なかった

1.9%

「文系学生」の就職活動への影響

悪影響が

あった

44.4%

どちらとも

いえない

48.6%

悪影響は

なかった

6.9%

「理系学生」の就職活動への影響

≪国公立・私立別≫ （％）

文系学生

悪影響が

あった

どちらとも

いえない

悪影響は

なかった

国公立 52.6 44.7 2.6

私　立 37.9 60.4 1.8

≪国公立・私立別≫ （％）

理系学生

悪影響が

あった

どちらとも

いえない

悪影響は

なかった

国公立 63.2 31.6 5.3

私　立 37.7 54.7 7.5
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[[[[２２２２] ] ] ] 時期の繰り下げによる変化時期の繰り下げによる変化時期の繰り下げによる変化時期の繰り下げによる変化    

 時期の繰り下げでどのような変化があったかを尋ね、前年調査で尋ねた変化予想と比較してみ

た。「企業の青田買い」についてはともに 7 割弱で差はなかったが、「学卒未就職者が増えそう」

「人気業界に学生が集中」については、実際の変化は予想を大幅に下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

[[[[３３３３] ] ] ] 時期の繰り下げに時期の繰り下げに時期の繰り下げに時期の繰り下げにあたり取り組んだあたり取り組んだあたり取り組んだあたり取り組んだことことことこと 

 スケジュール繰り下げに際し、力を入れて取り組んだことを尋ねた。上記と同様に、前年調査

で尋ねた予定と比較すると、「学内合同企業説明会の実施時期・内容の見直し」が両者とも最も多

く、計画どおりに見直した大学が多かったことがわかる。これに対し、「低学年からのキャリア教

育の強化」「インターンシップの強化」「実績企業との関係強化」については、予定と実際の取り

組みとに大きな乖離が見られ、予定どおりに取り組めていない大学が多いことがわかる。 

 

 

 

 

8.7

18.0

45.2

35.0

66.9

67.2

2.2

3.4

22.5

25.8

30.0

69.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

海外に留学する学生が増えた

（増える見込みである）

学生が勉学や学生生活に

もっと打ち込めるようになったと思う

人気業界に学生が集中した

学生の大手志向が強まり、

中小企業への志向が弱くなった

就職が決まらないまま卒業する

学卒未就職者が増えそう

経済団体のルールに縛られない

企業で青田買いが積極的になった

スケジュール繰り下げによる変化

全体

前年全体（※）

（％）

※「前年」は変化予想として調査

24.1

58.2

34.1

52.0

61.0

44.6

48.6

66.9

14.6

20.2

33.7

36.7

42.7

53.2

56.6

64.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

新規企業の求人開拓

低学年からのキャリア教育の強化

求人情報の活用

実績企業（求人実績・採用実績など）

との関係強化

インターンシップの強化

ガイダンス実施時期の見直し

ガイダンスの内容の見直し

学内合同説明会の実施時期・

内容の見直し

スケジュール繰り下げにあたり、力を入れて取り組んだこと

全体

前年全体（※）

（％）

※「前年」は取り組む予定として調査
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[[[[４４４４] ] ] ] キャリアセンターへの負担キャリアセンターへの負担キャリアセンターへの負担キャリアセンターへの負担 

 スケジュール繰り下げによるキャリアセンターの負担の増減を尋ねると、「負担が増した」とい

う回答が半数以上で（56.9％）、特に国公立では 62.5％と 6 割を超えた。逆に「負担が減った」

という回答は全体で 0.7％にとどまり、国公立では 1 校もなかった。 

新学期には主に 3 年生向けガイダンスの実施と、先に見たような「オワハラ」をはじめとした

学生からの相談、そして、8 月には夏休みを返上した内定相談などが重なり、キャリアセンター

の負担増に繋がったと見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■文系学生／理系学生への影響文系学生／理系学生への影響文系学生／理系学生への影響文系学生／理系学生への影響    

○就活の波に乗れていない学生が例年より多い。卒業式までの期間も繰り下げの影響により短くなるのでかなり

厳しい。                                        ＜私立大学＞ 

○卒業論文との両立に影響があった。                            ＜私立大学＞ 

○就職活動期間が長くなり、学業に支障が出た。また、公務員、教員採用との併願が難しくなった。 

＜国立大学＞ 

○夏季休業期間に集中的に実験等をおこなっていたが、選考と重なる場合も多く学生が苦労した。＜公立大学＞ 

○インターンシップに参加した学生の青田買いが行われる一方、多くの学生の就職活動が長期化している。 

＜国立大学＞ 

    

■■■■繰り下げへの意見、課題など繰り下げへの意見、課題など繰り下げへの意見、課題など繰り下げへの意見、課題など    

○採用時期が早期に集中したため 5月～7月までの期間の授業と重複した学生がいた。早期に就活終了を希望する

学生が増えたように思われる。                              ＜私立大学＞ 

○春休み期間中の広報スタートのため、キャンパス内でのイベント開催や学生への促進が難しい。 ＜私立大学＞ 

○スケジュールの変更はあったが、就職環境が好転したので深刻な悪影響は無かった。就職環境が悪い時期と重

なると、就職がきまらずに卒業していく学生の割合は増加すると思う。スケジュール変更と就職環境はわけて

議論する必要がある。                                  ＜私立大学＞ 

○スケジュール繰り下げを遵守する企業とそうでない企業とが混在するために、就職活動が長期化する学生が増

加しており、従来のスケジュールに戻してもらったほうが、学生が早めに進路を確定して卒論・修論により集

中できるとの意見が多い。                                ＜国立大学＞ 

○結果として内定辞退が多発しているのであれば、企業、学生、大学 3者にとって損失しか生まないと思われる。

スケジュール変更するなら迷走することなく正しい判断をしてほしい。            ＜公立大学＞ 

55.5

62.5

56.9

43.6

37.5

42.3

0.9

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

全 体

スケジュール繰り下げによる、キャリアセンターへの負担

負担が増した 変わらない 負担が減った
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３３３３．．．．2012012012017777 年卒者年卒者年卒者年卒者へへへへのののの就職就職就職就職支援支援支援支援    

[[[[１１１１] ] ] ] 企業の来訪（前年度と比べて）企業の来訪（前年度と比べて）企業の来訪（前年度と比べて）企業の来訪（前年度と比べて） 

 ここからは、2017 年卒者（現大学 3 年生）への就職支援などについて見ていこう。 

まず、企業の来訪について尋ねると、前年度と比べて「増えている」という大学が多く、37.1％

と 4 割近くに及んでいる。前年調査でも 4 割近くが「増えている」と回答しており、そこからさ

らに増加基調と捉えると、企業の採用意欲がますます高まっている様子がうかがえる。国公立・

私立ともに「増えている」が「減っている」を大幅に上回る。私立では「減っている」という大

学は 1校もない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[[[２２２２] ] ] ] 学内企業説明会への参加意向（前年度と比べて）学内企業説明会への参加意向（前年度と比べて）学内企業説明会への参加意向（前年度と比べて）学内企業説明会への参加意向（前年度と比べて） 

 学内企業説明会への参加意向についても「増えている」との回答が多く、47.9％と半数近くに

のぼる。2017 年卒者の採用課題として「大学との関係強化」を挙げる企業が多く（2015 年 9 月実施：

有効回答 1,355 社）、全体的に企業側の積極的なアプローチが目立つ結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

36.5

（37.2）

39.3

（40.3）

37.9

37.1

36.0

（35.5）

33.9

（32.5）

34.7

35.6

0.0

（0.0）

1.8

（1.3）

0.3

0.4

27.5

（27.4）

25.0

（26.0）

27.0

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

（前年全体）

全 体

企業の来訪（前年度と比べて）

増えている 変わらない 減っている 不明

49.3

（41.5）

42.9

（49.4）

43.4

47.9

19.9

（23.5）

28.6

（19.5）

22.5

21.7

0.9

（0.0）

0.0

（1.3）

0.3

0.7

29.9

（35.0）

28.6

（29.9）

33.8

29.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

（前年全体）

全 体

学内企業説明会への参加意向（前年度と比べて）

増えている 変わらない 減っている 不明
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[[[[３３３３] ] ] ] 就職ガイダンスの回数（前年度と比べて）就職ガイダンスの回数（前年度と比べて）就職ガイダンスの回数（前年度と比べて）就職ガイダンスの回数（前年度と比べて） 

 就職ガイダンスの回数を前年度よりも「増やす」という大学は 11.2％。「減らす」の 4.1％を大

きく上回っており、全体的に増える傾向にある。ただ、前年調査に比べると「変わらない」が増

加しており（65.6％→74.9％）、ガイダンスについては回数ではなく、実施時期や内容について見

直しを検討している可能性もありそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

[[[[４４４４] ] ] ] 就職ガイダンスの実施時期就職ガイダンスの実施時期就職ガイダンスの実施時期就職ガイダンスの実施時期 

 現 3 年生向けの就職ガイダンスの実施時期を複数回答で尋ねた。開催が多いのは 10 月から 12

月にかけてで、6割を超える大学が実施。年明けは、企業の採用広報開始（3月）直前の 2月まで

過半数（53.9％）がガイダンスを実施予定と回答した。一方で、前期（4～7 月）の開催も 4 割台

で推移しており、全体的に通年化の傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.4

（22.0）

14.3

（29.9）

23.8

11.2

75.8

（67.1）

71.4

（61.0）

65.6

74.9

3.8

（2.8）

5.4

（2.6）

2.8

4.1

10.0

（8.1）

8.9

（6.5）

7.7

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

（前年全体）

全 体

就職ガイダンスの回数（前年度と比べて）

増やす 変わらない 減らす 未定

9.7

18.7

41.2

45.7
47.2

48.3

10.1

39.7

69.7

65.5

60.7

53.9 53.9

29.6

33.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1年次 2年次 3年次

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4年次

就職ガイダンスのスケジュール（予定も含む）

（％）

2017年卒2017年卒2017年卒2017年卒
1年次 2年次 3年次4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4年次 （％）

国公立 3.6 12.5 39.3 58.9 60.7 60.7 10.7 17.9 80.4 80.4 71.4 78.6 64.3 26.8 21.4

私　立 11.4 20.4 41.7 42.2 43.6 45.0 10.0 45.5 66.8 61.6 57.8 47.4 51.2 30.3 37.0
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[[[[５５５５] ] ] ] 学内学内学内学内合同企業説明会合同企業説明会合同企業説明会合同企業説明会のののの参加参加参加参加企業数企業数企業数企業数（前年度と比べて）（前年度と比べて）（前年度と比べて）（前年度と比べて） 

 学内合同企業説明会の参加企業数を前年度実績よりも「増やす」という大学は全体の 12.4％。

企業側の参加意向増加に合わせ枠を増やす動きも見られるが、すでに実施時期と規模も限界にな

りつつあることも見てとれる。 

一方で「未定」が 34.5％と 3 割を超えており、これから検討するという大学も少なくないよう

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

[[[[６６６６] ] ] ] 学内学内学内学内合同企業説明会の合同企業説明会の合同企業説明会の合同企業説明会の実施時期実施時期実施時期実施時期 

 学内合同企業説明会の時期は「3 年次の 3 月」との回答が全体の 59.6％にのぼっており、前年

同様、採用広報解禁直後の 3 月に集中している。日程が集中することで、思うように企業を誘致

できない、3 月中旬以降の学生の参加率が激減するなど、実施にあたっても前年同様混乱が予測

される。 

 

11.4

（10.6）

16.1

（18.2）

12.4

12.4

51.2

（52.8）

46.4

（50.6）

52.3

50.2

1.9

（5.7）

7.1

（5.2）

5.6

3.0

35.5

（30.9）

30.4

（26.0）

29.7

34.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

（前年全体）

全 体

学内合同企業説明会の参加企業数（前年度と比べて）

増やす 変わらない 減らす 未定

59.6

15.0 14.6

17.2

11.2

4.9

9.0

13.9

7.5

7.1

2.6
3.7 4.1

26.2

8.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

3年次

3月

4年次

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 未定 実施

しない

学内合同企業説明会のスケジュール（予定も含む）

（％）

2017年卒2017年卒2017年卒2017年卒
3年次3月 4年次4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 未定 実施しない （％）

国公立 69.6 10.7 3.6 16.1 1.8 3.6 7.1 5.4 1.8 1.8 0.0 0.0 1.8 16.1 7.1

私　立 56.9 16.1 17.5 17.5 13.7 5.2 9.5 16.1 9.0 8.5 3.3 4.7 4.7 28.9 8.5
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[[[[７７７７] ] ] ] 採用広報開始として望ましい時期採用広報開始として望ましい時期採用広報開始として望ましい時期採用広報開始として望ましい時期 

 企業の採用情報はいつ頃から公開されるのが望ましいかを尋ね、企業調査の結果と比較してみ

た。最も多いのは昨年まで採用情報公開時期であった「3年次の 12月」で、45.9％と集中してい

る。次に多いのは現行スケジュールの「3 年次の 3 月」（20.3％）。 

 企業側でも「12月」が最も多く支持されているが、「3 月」は 7.3％にとどまり、「10 月」が 10.8％

と比較的多いのが特徴的。企業のほうがより早い採用情報公開を望んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

[[[[８８８８] ] ] ] 選考開始選考開始選考開始選考開始として望ましい時期として望ましい時期として望ましい時期として望ましい時期 

選考開始時期については、「4 年次の 4 月」（40.7％）、「3 年次の 3 月」（19.9％）の順で、2016

年卒者のスケジュール（4 年次の 8月）よりも早い時期を望む声は 88.8％にのぼる。 

企業側でも「4月」が最も多く、2015 年卒者採用に戻してもらいたいとの考えがうかがえる。 

 

3.0 3.5

0.4

45.9

6.1

10.0

20.3

1.7

0.0

0.9

0.0 0.0

0.4

7.8

4.6

10.8

1.4

48.6

12.5

3.3

7.3

3.7

0.4

0.4 0.2 0.1 0.2

6.5

0.0

20.0

40.0

60.0

3年次

9月以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4年次

4月

5月 6月 7月 8月 9月

以降

わから

ない

望ましいと思う企業の採用情報の公開時期

全体 企業【参考】

（％）

3.0

0.9

5.2

19.9

40.7

6.9

11.7

0.4

3.0
1.3

6.9

5.2

7.2
5.7

21.0

42.4

4.4
5.4

0.7

1.5 0.3

6.1

0.0

20.0

40.0

60.0

3年次

12月以前

1月 2月 3月 4年次

4月

5月 6月 7月 8月 9月

以降

わから

ない

望ましいと思う企業の選考時期

全体 企業【参考】

（％）

3年次

9月以前 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4年次

4月 5月 6月 7月 8月 9月以降

わから

ない （％）

国公立 4.3 6.5 0.0 47.8 4.3 6.5 23.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.5

私　立 2.7 2.7 0.5 45.4 6.5 10.8 19.5 2.2 0.0 1.1 0.0 0.0 0.5 8.1

3年次

12月以前 1月 2月 3月

4年次

4月 5月 6月 7月 8月 9月以降

わから

ない （％）

国公立 4.3 2.2 2.2 10.9 47.8 8.7 13.0 0.0 4.3 0.0 6.5

私　立 2.7 0.5 5.9 22.2 38.9 6.5 11.4 0.5 2.7 1.6 7.0
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４４４４．．．．インターインターインターインターンシップについてンシップについてンシップについてンシップについて    

[[[[１１１１] ] ] ] 企業からのインターンシップ求人状況（前年度と比べて）企業からのインターンシップ求人状況（前年度と比べて）企業からのインターンシップ求人状況（前年度と比べて）企業からのインターンシップ求人状況（前年度と比べて） 

インターンシップの求人が前年度よりも「増えている」という大学は全体の 53.9％にのぼる。

逆に「減っている」は 3.4％とかなり少なく、引き続き増加傾向にあると言ってよいだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

[[[[２２２２] ] ] ] 学生の学生の学生の学生のインターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ参加状況参加状況参加状況参加状況（前年（前年（前年（前年度度度度と比べて）と比べて）と比べて）と比べて） 

 2017 年卒者（現大学 3年生）のインターンシップへの関心は高く、全体の 53.6％の大学がイン

ターンシップ参加学生は「増えている」と回答した。「減っている」は 5.6％にとどまっている。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

■■■■インターンシップとはどうあるべきかインターンシップとはどうあるべきかインターンシップとはどうあるべきかインターンシップとはどうあるべきか    

○就業体験と、企業紹介(＋グループワーク）のインターンシップは、呼称を区別すべき。    ＜私立大学＞ 

○時間的に余裕がある低学年の頃から少しずつ参加の機会を増やしていくべきだと思う。     ＜私立大学＞ 

○その仕事に就いたとき、１年目に担当する業務や働く職場が分かるもの。また、人事担当ではない現職者の姿

が見えるもの。                                     ＜私立大学＞ 

○学生が「社会人になるとはどういうことなのか」といったことを真剣に考える場であってほしい。 

＜公立大学＞ 

○就業体験としての訓練も大切だが、マッチングするかについて、評価(選考に活用)すべだと思う。また、遠方

から参加する学生のために交通費・宿泊費の補助が必要だと思う。              ＜国立大学＞ 

55.5

48.2

53.9

31.3

35.7

32.2

3.3

3.6

3.4

10.0

12.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

全 体

企業からのインターンシップ求人状況（前年度と比べて）

増えている 変わらない 減っている 不明

53.6

53.6

53.6

30.8

21.4

28.8

6.2

3.6

5.6

9.5

21.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

全 体

学生のインターンシップ参加状況（前年度と比べて）

増えている 変わらない 減っている 不明
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５５５５．．．．学生へのキャリア・就職指導全般について学生へのキャリア・就職指導全般について学生へのキャリア・就職指導全般について学生へのキャリア・就職指導全般について    

[[[[１１１１] ] ] ] 自校における現在の課題自校における現在の課題自校における現在の課題自校における現在の課題    

キャリア・就職支援における課題を尋ねた。国公立と私立とで差の大きい項目に着目すると、

国公立大学において「学生の就職活動状況・内定状況の把握」が 64.3％と、私立大学（45.0％）

よりも圧倒的に高く、状況把握に課題を抱える国公立大学が多いことがうかがえる。 

3.3

11.4

14.7

18.5

24.6

25.6

24.2

27.5

24.2

27.5

28.0

30.3

28.0

30.8

28.9

34.6

38.4

38.9

42.7

45.0

61.6

63.5

61.1

8.9

10.7

14.3

10.7

8.9

12.5

17.9

10.7

23.2

14.3

23.2

16.1

25.0

23.2

37.5

32.1

32.1

42.9

32.1

64.3

53.6

46.4

67.9

4.5

11.2

14.6

16.9

21.3

22.8

22.8

24.0

24.0

24.7

27.0

27.3

27.3

29.2

30.7

34.1

37.1

39.7

40.4

49.1

59.9

59.9

62.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

学生のグローバルリテラシーの向上

内定者・就職サークル等との連携・活用

学内企業説明会のコーディネート、運営

インターンシップのマッチング

教学システム・就職データベース・ポートフォリオの連携

学生のビジネスリテラシーの向上

求人情報（求人票）の活用

既卒者に対する就職支援

保護者への対応、情報提供

企業への大学認知・ブランド向上

ＯＢ・ＯＧ、社会人ゲストスピーカーのアレンジ・連携

学生への就職相談・カウンセリング

就職対策講座の内容・運営

留学生（日本人・外国人）の就職支援の内容・運営

教職員に対する支援、情報共有

学生のインターンシップへの参加状況

学生に適切な指導をするための予算・人員

学生の学内企業説明会への参加状況

学生の就職活動状況・内定状況の把握

学生の業界・企業理解の向上

低学年向けキャリア教育の内容・運営

学生のガイダンス・講座への参加状況

自校における現在の課題

全 体

国公立

私 立

（％）
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[[[[２２２２] ] ] ] 保護者向けに実施していること保護者向けに実施していること保護者向けに実施していること保護者向けに実施していること    

学生の保護者に対して実施していることを尋ねた。国公立と私立とでポイント差が大きく、考

え方の違いが際立っている。「保護者向けガイダンス（入試説明会とは別に実施）」は私立大学の

55.5％が実施しているのに対し、国公立大学では 39.3％にとどまる。また、「保護者向け冊子の

作成・送付」も私立大学の 33.2％に対し、国公立大学では 10.7％。その他の施策も国公立大学で

は少数で、「特別な対策はしていない」が 4 割を超える（44.6％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

[[[[３３３３] ] ] ] Ｕターン（Ｉターン）就職Ｕターン（Ｉターン）就職Ｕターン（Ｉターン）就職Ｕターン（Ｉターン）就職についてについてについてについて    

Ｕターン就職について尋ねた。「Ｕ／Ｉターン学生を採用したい企業から求人票が届く」という

大学は 61.8％。国公立・私立とで差は見られない。差が大きいのは「Ｕ／Ｉターン就職希望者を

把握している」「Ｕ／Ｉターン就職希望者向けにガイダンスを実施している」の 2 項目で、ともに

私立は国公立に対しおよそ 3 倍の実施率だった。

14.2

15.2

8.1

14.2

33.2

55.5

44.6

8.9

3.6

14.3

10.7

39.3

20.6

13.9

7.1

14.2

28.5

52.1

0.0 20.0 40.0 60.0

特別な対策はしていない

その他

保護者向けホームページの作成

保護者向けガイダンス

（入試説明会と併せて実施）

保護者向け冊子の作成・送付

保護者向けガイダンス

（入試説明会とは別に実施）

保護者向けに実施していること

全 体

国公立

私 立

（％）

13.3

7.1

9.0

24.2

42.7

38.4

62.6

21.4

0.0

1.8

7.1

16.1

33.9

58.9

15.0

5.6

7.5

20.6

37.1

37.5

61.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

U／Iターン就職希望者のための

学内企業説明会を実施している

保護者向けにU／Iターン就職に

関する情報提供を行っている

U／Iターン就職希望者向けに

ガイダンスを実施している

U／Iターン就職希望者を

把握している

U／Iターン学生を採用したい

企業から訪問を受ける

U／Iターン学生を採用したい

企業から求人票が届く

U／Iターン就職について

全 体

国公立

私 立

（％）
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[[[[４４４４] ] ] ] 新卒紹介サービスについて新卒紹介サービスについて新卒紹介サービスについて新卒紹介サービスについて    

新卒紹介のサービスを学生に「積極的に案内している」という大学は、全体の 5.2％にとどま

り、「状況に応じて案内している」が 44.2％で最も多かった。学生に案内しているという大学は

合計 49.4％。国公立（39.3％）よりも私立でこの比率は高く（52.1％）、前向きに捉えているこ

とがわかる。 

新卒紹介サービスに期待することを尋ねると、「学生の希望や適性にマッチした企業の紹介」が

60.3％で最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新卒紹介サービスについて■新卒紹介サービスについて■新卒紹介サービスについて■新卒紹介サービスについて    

○最近は新卒でも紹介サービスを活用する企業も多くなっているので、状況に応じて活用している。 

＜私立大学＞ 

○大学の特徴に合った企業がどれほどあるのかを把握した上で、学生には紹介したい。      ＜私立大学＞ 

○サービス開始当初は高い就職決定率がウリで、今も各社そういった面で競っている印象だが、今後は定着率・

満足度で競ってほしい。                                 ＜私立大学＞ 

5.7

3.6

5.2

46.4

35.7

44.2

34.6

37.5

35.2

12.8

23.2

15.0

0.5

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私 立

国公立

全 体

新卒紹介のサービス案内の有無

積極的に案内している 状況に応じて案内している 特に案内はしていない

新卒紹介サービスの内容を知らない その他

9.5

24.6

26.1

32.2

31.3

40.8

61.1

17.9

10.7

25.0

23.2

30.4

33.9

57.1

11.2

21.7

25.8

30.3

31.1

39.3

60.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

学生への個別相談・カウンセリング

面接やエントリーシートなど就職

活動に関するノウハウの提供

求人票が届いていない企業の紹介

業界研究に役立つ情報の提供

就職サイトに掲載されていない

企業の紹介

学生の希望や適性にマッチした

企業の紹介

新卒紹介サービスに期待すること

全 体

国公立

私 立

（％）


